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12 億 6,873 万円

算決
状況

問　財政室　☎７９２－９２０５平成２５年度 魚沼市の歳入と歳出

　市税（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・入湯税）
は、３９億９，６７９万円（対前年度比５３４万円減）で歳入
全体の１３．５％となっています。
　また、市の財政力に応じて国から交付される地方交付税は、
１３２億４，３３４万円（同５，７６９万円増）で歳入全体の
４４．７％を占めています。
　次いで、市の借入金である市債が３１億３，９６０万円（同
５億４１０万円増）で１０．６％、国からの補助金である国庫
支出金が２１億５，６４１万円（同７，７６７万円増）で７．３％、
県からの補助金である県支出金が１８億９，３０９万円（同
６億２，５３２万円減）で６．４％となっています。
　市税や使用料など市が独自に収入できるお金（自主財源）
は歳入全体の２８．５％で、地方交付税、国・県からの補助金、
建設事業を実施するために借り入れる市債など、ほかから入っ
てくるお金（依存財源）は同じく７１．５％となっています。

ｗ

　「決算」とは、皆さん が納めた税金や地方交
付税、国や県からの支出 金などの収入がどのく
らいで、そのお金がどの ように使われたのかを
表したものです。平成２５ 年度の市の決算が、９
月議会で認定されました ので、その内容をお知
らせします。

　子ども・高齢者・障害のある方などへの福祉のための経費で
ある民生費が、５４億１８４万円（対前年度比４億６，２３１万
円減）で歳出全体の１９．５％と最も多くを占めました。
　次いで、道路等の整備のための経費である土木費が、
４０億１４０万円（同３億１，５４３万円減）で１４．５％を占め
ています。以下、市債の償還金等の公債費が３５億６，６２４万
円（同１億２，７３６万円増）で１２．９％、教育費が
２６億５，５１２万円（同１億２，３６４万円減）で９．６％、となっ
ています。
　前年度との比較では、消防庁舎建設事業により消防費が
１０億６，３２０万円の大幅な増額となりました。
　一方、平成２４年度に特別養護老人ホームの増床を行ったこ
となどにより、増額となっていた民生費が減額となっているほ
か、平成２３年 7月の新潟・福島豪雨災害によって被災した施
設の復旧により、災害復旧費が４億４，２１６万円の減額となっ
ています。

自主財源は2８.５％　８４億２，７１９万円

（一般会計）

歳入

２９５億
８，９９１万円

前年比１．９％増

1億８，７４０万円　前年度より増額

（一般会計）

歳出

２７６億
７，２６７万円

前年比０．７％増

■
金
融
対
策
事
業

3 億 9,490 万円
市内中小企業者への金融支援
を行いました。

■
消
防
庁
舎
建
設
事
業

消防庁舎及び上条出張所の新
庁舎が完成しました。

■
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

6 億 6,766 万円
年次計画に基づいて小・中学
校の大規模改修を行いました。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

7 億 5,949 万円
国の制度に基づき、障害のある方
にサービス等給付を行いました。

それ以外の主要事業（一般会計のみ）
■中山間地域等直接支払交付金事業　１億 8,239 万円
■市道整備事業　　　　　　　　 1 億 5,574 万円
■地籍調査事業　　　　　 　　　1 億 3,608 万円
■斎場建設事業　　　　　　　　１億 1,190 万円
■障害者医療費助成事業　　　　 1 億　212 万円
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自主財源
　28.5％

依存財源
　71.5％

地方交付税　44.7％
132 億 4,334 万円

市債　10.6％
31 億 3,960 万円

市税　13.5％
39 億 9,679 万円

繰越金　5.2％
15 億 4,737 万円

繰入金　3.4％
9 億 8,732 万円

諸収入　3.2％
9 億 5,436 万円

使用料及び手数料 1.7％　4 億 9,688 万円
分担金及び負担金 0.9％　2 億 6,553 万円
その他 0.6％　1 億 7,894 万円

国庫支出金 7.3％
21 億 5,641 万円

県支出金  6.4％
18 億 9,309 万円

地方譲与税等 2.5％
7 億 3,028 万円

※１
農林水産業費 4.0％　11 億 2,074 万円
災害復旧費 3.1％　８億 5,945 万円
議会費 0.7％　1 億 8,855 万円
労働費 0.6％　1 億 6,305 万円

平 成 ２ ５ 年 度 　 主 要 事 業

民生費　19.5％
54 億  184 万円

土木費　14.5％
40 億  140 万円

公債費　12.9％
35 億 6,624 万円

教育費　9.6％
26 億 5,512 万円

商工費　7.6％
21 億 1,184 万円

消防費　7.6％
20 億 9,757 万円

総務費　7.3％
20 億 3,247 万円

諸支出金　5.9％
16 億 2,617 万円

※１

衛生費　6.7％
18 億 4,823 万円

歳出 Check 歳入 Check

　歳入と歳出の差引額は 19 億 1,724 万円となり
ました。この内、4億1,236 万円は繰越事業費と共
に翌年度に繰り越しされ、 15億 488 万円は実質収
支額として翌年度の歳入 に繰り入れしました。

２６
年
度
へ
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費　目 内　　容 金　額
民生費 　安定した社会生活を保障するための経費 137,532 円
土木費 　道路橋りょう、河川、水路、公園、市営住宅などに要する経費 101,876 円
公債費 　市が借り入れた地方債の元利償還金額   90,797 円
教育費 　学校、幼稚園などの施設整備や教育内容の充実に要する経費  67,600 円
商工費 　商工業、観光の振興に要する経費  53,768 円
消防費 　消防、救急業務や防災に要する経費  53,405 円
総務費 　管理事務、戸籍、徴税、選挙、人事、広報発行に要する経費   51,747 円
衛生費 　健康で衛生的な生活環境を保持するための経費  47,056 円

諸支出金 　基金への積立などに要する経費  41,403 円
農林水産業費 　農業委員会、農業振興、土地改良事業などに要する経費   28,534 円

その他 　労働関係経費、議会活動、災害復旧などに要する経費 30,834 円
計 704,552 円

使われました。

（平成 26 年 3 月 31 日現在の人口 39,277 人で一人あたりに換算）

704,552 円
昨年度に比べて 16,526 円の増額となりました。

平成２５年度は、

市 民一人あたり、

いくら使われたのでしょうか？会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険特別会計
事業勘定 41 億 2,328 万円 40 億 3,396 万円 8,932 万円

直営診療所施設勘定 2 億 1,465 万円 2 億 1,444 万円 21 万円
後期高齢者医療特別会計 8 億　  54 万円 7 億 9,488 万円 566 万円
介護保険特別会計 42 億 1,745 万円 41 億 9,233 万円 2,512 万円
診療所特別会計 6,410 万円 6,374 万円 36 万円
スキー場事業特別会計 1 億 2,788 万円 1 億 2,088 万円 700 万円
工業団地造成事業特別会計 9 億 7,055 万円 9 億 6,962 万円 93 万円

合　計 105 億 1,845 万円 103 億 8,985 万円 1 億 2,860 万円

特別会計 特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して別に処理するための会計です。

会　計 25 年度借入額 25 年度元利償還金 25 年度末残高
一　般　会　計 31 億 5,960 万円 35 億 8,624 万円 306 億 3,550 万円

特　別　会　計 スキー場事業 0 円 1,829 万円 6,285 万円

企　業　会　計

病院事業 1,370 万円 4,019 万円 6 億 7,904 万円
ガス事業 0 円 7,812 万円 5 億 5,656 万円
水道事業 2 億 5,080 万円 2 億 4,669 万円 28 億 4,552 万円
下水道事業 2 億 3,100 万円 19 億    119 万円 158 億 1,102 万円

合　計 36 億 5,510 万円 58 億 7,072 万円 505 億 9,049 万円

市が道路や各種施設の整備などで多額の費用を必要とする場合、費用の一部を国などから借り入れて
事業を実施します。この借入金のことを市債といいます。

※地方財政状況調査及び地方公営企業決算状況調査より作成

市債

会　計　名 収　益 費　用 利益（損失）
病院事業会計 7 億 5,326 万円 8 億 1,752 万円 ▲ 6,426 万円
ガス事業会計 11 億 1,912 万円 10 億 5,642 万円 6,270 万円
水道事業会計 6 億 6,618 万円 6 億       59 万円 6,559 万円
下水道事業会計 19 億    316 万円 17 億 4,765 万円 1 億 5,551 万円

合　計 44 億 4,172 万円 42 億 2,218 万円 2 億 1,954 万円

株式会社等の民間企業と同じ会計方式を採用し、市が特定の事業を直接経営する会計です。企業会計

※各事業会計の損益計算書数値より作成

平成 2 ５年度決算書・決算資料は、各市民センター・北部振興事務所、市内図書館（室）、市役所ホームページでも
ご覧になれます。

魚沼市 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準 概　　　要

24 年度 25 年度

実質赤字
比　　率 － － 12.61 20.0

財政運営の深刻度を示します
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を
指標化したもの（魚沼市の普通会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

連結実質
赤字比率 － － 17.61 30.0

市全体の財政運営の深刻度を示します
　市の全会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体としての赤字の程
度を指標化したもの（魚沼市の全会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

実質公債費
比　　率 11.4 10.7 25.0 35.0 資金繰りの危険度を示します

　借入金の返済額（公債費）と、これに準ずる額の大きさを指標化したもの

将来負担
比　　率 43.5 36.1 350.0

将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します
　一般会計の借入金（地方債）や将来的に支払う可能性のある負担等について、
現時点での残高の程度を指標化したもの

資金不足
比　　率 － －

経営健全化基準 経営状況の深刻度を示します
　公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化したもの（魚沼市の公営企業会計に資金不足は生じていないため該当しません。）20.0

　魚沼市は、いずれの指標も基準を下回ることができ、実質公債費比率については年々低くなっていますが、より一層債
務の縮減を図り、持続可能な財政運営に努めていかなければなりません。

算に基づく指標と比率を公表します ※表中の「－」は、赤字額・不足額の
　ないことを表しています。決

　自治体が財政の健全化を判断するための指標（実質公債費比率など４指標）と公営企業ごとの経営状況を明らかにす
る指標（資金不足比率）の公表が、法律により義務付けられています。また、平成２０年度決算からは、これらの各指
標が一定基準以上になった場合、財政の早期健全化や再生を図るための計画の作成なども必要になりました。

基金名 25 年度末現在高 対前年度増減額
財政調整基金 44 億　347 万円 4 億 8,068 万円

減債基金 70 万円 0 円
地域振興基金 43 億　221 万円 0 円

公共施設整備等基金 15 億　390 万円 36 万円
その他特定目的基金 14 億 9,336 万円 1 億 4,196 万円

奨学基金 6 億 1,200 万円 0 円
医師等修学基金 1 億    　　　円 0 円

国民健康保険
　給付等準備基金 1 億 3,896 万円 9,832 万円

介護保険
　給付等準備基金 1 億　599 万円 ▲ 1,997 万円

条例で定めた目的に使用するために積み
立てたお金です。金基

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成 25 年平成 24 年平成 23 年平成 22 年平成 21 年

（百万円）

（年度末）

Check市債残高推移

市債残高は平成２４年度末より１３億７００
万円減少しました。
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市報１０月１０日号に引き続き、
８月５日～７日まで広島の平和記
念式典に参加してきた中学生の皆
さんの作文を掲載します。

　

今
年
の
平
和
記
念
式
典
は
４３
年

ぶ
り
の
雨
の
式
典
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
参
加
者
は
、
外
国
人

留
学
生
や
被
爆
者
の
方
々
、
中
学

生
、
大
学
生
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
６９
年
前
、
原
子
爆
弾
が

落
と
さ
れ
た
日
も
同
じ
よ
う
に
雨

が
降
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

雨
は
透
明
な
雨
で
は
な
く
、
黒
い

雨
で
し
た
。
黒
い
雨
は
、
原
子
爆

弾
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の

雨
に
よ
っ
て
今
も
多
く
の
方
々
が

苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
被
爆
さ
れ
た
竹
岡

智
佐
子
さ
ん
か
ら
体
験
談
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
当
時
学
生
だ
っ
た

竹
岡
さ
ん
は
、
工
場
で
働
き
、
戦

争
で
使
う
兵
器
を
製
造
し
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
彼
女
は
友
人
３

人
と
宮
島
に
行
く
約
束
を
し
て
い

ま
し
た
。約
束
し
た
当
日
の
朝
は
、

と
て
も
天
気
の
よ
い
日
で
し
た
。

支
度
を
し
た
彼
女
は
家
を
出
て
、

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　

と
、
そ
の
時
、
突
然
ま
ば
ゆ
い

光
が
見
え
、
そ
の
瞬
間
吹
き
付
け

て
き
た
爆
風
に
よ
っ
て
、
彼
女
は

吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
彼
女
は
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ

た
と
思
い
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し

た
け
れ
ど
足
が
動
き
ま
せ
ん
。
足

を
見
て
み
る
と
怪
我
を
し
て
い
ま

し
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
立
ち
上

が
り
、
自
分
の
家
が
あ
る
場
所
へ

向
か
う
と
、
身
体
に
ガ
ラ
ス
が
突

き
刺
さ
っ
て
い
る
近
所
の
人
た
ち

が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
い
道

路
の
方
へ
向
か
っ
て
行
く
と
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
黒
い
塊
が
見
え
ま

し
た
。
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は
ひ

ど
い
火
傷
を
負
っ
た
人
間
で
し

た
。
そ
の
中
か
ら
竹
岡
さ
ん
を
呼

ぶ
声
が
聞
こ
え
、
近
づ
い
て
み
る

と
、
彼
女
の
友
人
で
し
た
。
と
て

も
苦
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

竹
岡
さ
ん
は
、
友
人
を
こ
の
よ

う
な
姿
に
し
、
町
を
破
壊
し
た
ア

メ
リ
カ
軍
を
心
か
ら
憎
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
中
、
黒
い
雨
は

降
っ
て
き
ま
し
た
。
身
体
に
当

た
っ
た
黒
い
雨
は
洗
っ
て
も
洗
っ

て
も
す
ぐ
に
は
落
ち
な
か
っ
た
そ

守
門
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　

風
間　

尚な
お
や陽

ヒロシマ
をたずねて
ヒロシマ

2014

う
で
す
。
放
射
能
を
含
ん
だ
黒
い

雨
は
、
６９
年
経
っ
た
今
で
も
被
爆

者
の
方
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　

竹
岡
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き

し
た
翌
日
、
僕
た
ち
は
平
和
記
念

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
平
和
記

念
式
典
に
は
、
原
爆
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
思
い
と
、
こ
の
世
の
中

か
ら
原
爆
を
な
く
し
、
平
和
な
国

際
社
会
を
築
こ
う
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
式
典
会
場
に
向
か
う

道
中
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
デ

モ
行
進
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
行

進
を
見
て
、
平
和
や
核
廃
絶
に
対

す
る
強
い
思
い
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
戦
争
を
経
験
し

た
方
々
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

広
島
派
遣
事
業
に
参
加
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
、
現
地
で
学
ん
だ
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
を
機
会
あ
る
ご

と
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

未
来
を
担
う
大
切
な
一
人
と
し

て
、
強
い
自
覚
を
も
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
。
一
発

の
原
子
爆
弾
で
人
の
体
と
心
、
広

島
を
壊
し
、
住
ん
で
い
た
人
々
の

生
活
を
一
転
さ
せ
ま
し
た
。
幼
い

子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
１
日
で
何

万
と
い
う
罪
の
な
い
人
々
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
竹
岡
さ
ん
は
当
時
の

原
爆
ド
ー
ム
と
元
安
川
の
様
子
を

絵
に
描
い
て
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
斜
め
に
傾
い

て
い
て
、
ガ
ラ
ス
や
レ
ン
ガ
は
た

く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。
元
安

川
は
川
の
水
が
見
え
な
い
ほ
ど
人

が
集
ま
っ
て
、
川
の
色
は
赤
で
染

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
日
本
で

あ
っ
た
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

湯
之
谷
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　

水み
ず
か
み上　

綾あ
や
め女

広
島
で
起
き
た
こ
と

- 後編 -

　

昨
日
ま
で
笑
っ
て
い
た
家
族
、

友
だ
ち
が
一
瞬
で
灰
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
姿
は
想
像
も
で
き
ま
せ

ん
。
お
話
を
聞
い
て
、
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
被
害

の
様
子
を
撮
っ
た
写
真
や
、
い
ろ

い
ろ
な
被
爆
資
料
、
被
爆
者
の
遺

品
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
特

に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
爆
風
の

被
害
に
つ
い
て
の
資
料
で
す
。
資

料
に
は
、
爆
風
の
圧
力
は
爆
心
地

か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で

一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１９
ト
ン

に
達
す
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
巨
大
な
力
に
よ
っ
て

被
害
に
あ
っ
た
建
物
や
人
の
写
真

は
目
を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

被
爆
６９
年
を
迎
え
た
今
、
被
爆

者
が
半
数
近
く
と
な
り
、
あ
の
日

の
広
島
の
体
験
者
が
減
少
し
、
あ

の
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
が
年
を

追
う
ご
と
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
広
島
の
被
爆
体
験

や
、
戦
争
体
験
を
学
び
、「
平
和

の
願
い
」
を
後
世
に
語
り
継
い
で

い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
核

堀
之
内
中
学
校
３
年　

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

紗さ

き貴

広
島
平
和
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

　

私
は
、
８
月
６
日
の
広
島
平
和

記
念
式
典
に
初
め
て
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、驚
い
た
り
、

あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
り
と
、
多
く

の
こ
と
に
気
付
き
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
人
の
多
さ

で
す
。
広
島
の
人
た
ち
だ
け
で
な

く
、
県
外
の
小
・
中
・
高
校
生
や

大
学
生
の
方
も
た
く
さ
ん
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人

の
方
も
多
く
見
ら
れ
、
家
族
で
来

て
い
る
外
国
人
も
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
み
ん
な

が
平
和
を
願
っ
て
い
る
ん
だ
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
献
花
台
の
花
が
ど
ん
ど
ん
と

箱
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
く
と
こ

ろ
か
ら
も
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た

方
を
思
い
、
平
和
を
願
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
和
記
念
式
典
が
始
ま
る
と
、

会
場
の
空
気
が
変
わ
っ
た
の
で
、

私
も
緊
張
し
ま
し
た
。
平
和
へ
の

誓
い
は
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
な

か
の
一
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
が
、

平
和
な
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し

た
。」
こ
れ
を
聞
き
、
平
和
と
い

う
こ
と
が
少
し
分
か
っ
た
気
が
し

ま
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
学

校
に
行
き
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

ご
は
ん
を
食
べ
る
。
こ
れ
ら
は
、

私
た
ち
に
は
普
通
の
こ
と
で
す

が
、
戦
時
中
は
学
校
に
行
っ
て
も

勉
強
で
は
な
く
畑
仕
事
や
兵
器
を

つ
く
ら
さ
れ
、
ご
は
ん
も
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。「
当
た
り
前
」や「
普
通
」

と
い
う
こ
と
が
、
日
々
の
生
活
に

無
か
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と

い
う
こ
と
に
、
改
め
て
気
が
つ
き

ま
し
た
。で
す
か
ら
、「
当
た
り
前
」

「
普
通
」
が
で
き
て
い
る
こ
と
に

私
は
感
謝
し
、
大
切
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

広
島
に
行
き
、
平
和
記
念
式
典

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。「
戦
争
は
し
て
は
い
け

な
い
、
平
和
を
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
い
う
思
い
が
一
層
強

く
な
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
で
広

島
を
訪
れ
た
と
き
よ
り
も
、
私
は

さ
ら
に
深
く
広
島
の
こ
と
や
平
和

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
月
６
日
に
広
島
で

起
こ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

兵
器
は
い
ら
な
い
！
」
と
強
い
意

志
を
も
て
ば
、
そ
れ
が
核
兵
器
を

な
く
す
な
に
よ
り
の
力
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
１９
日
か
ら
の
広
島
の
豪

雨
災
害
に
心
を
痛
め
、
こ
の
夏

広
島
を
訪
問
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
各
６
中
学
校
の
代
表
が
発
起

人
と
な
り
、
市
内
全
中
学
校
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
自
分
達
を
温
か
く
受
け

入
れ
て
く
れ
る
広
島
市
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
広
島
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
み
ん
な

の
気
持
ち
を
届
け
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち

　
　
　

  

届
け
ま
し
た

 市報うおぬま7
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問　商工振興室　☎７９２－９７５３
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
112

市報うおぬま　2014.11.10 　

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
５３

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■９月の相談件数
　　　　…　９１件
　・電話　　２９件
　・来庁　　３１件
　・その他　３１件
{

　

No.65

文
化
財
散
歩

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

　

現
在
、
長
岡
市
（
山
古
志
）、
小
千
谷
市

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
「
牛
の
角
突
き
」

は
、
貴
重
な
風
習
と
し
て
、
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
指
定
範
囲
に
は
、
広
神
の
大
芋
川
地

区
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
範
囲
は
か
つ
て
二
十
村
郷
と
言
わ

れ
、
山
間
地
に
集
落
が
散
在
し
て
い
ま
し

た
。
山
あ
い
に
暮
ら
す
人
々
と
、
貴
重
な

労
働
力
で
あ
っ
た
牛
と
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
角
突
き
の
風
習
も
そ
う
い
っ
た
状

況
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
牛
の
角
突
き

で
す
が
、
昭
和
４０
年
代
後
半
か
ら
は
、
山

古
志
村
を
中
心
に
村
お
こ
し
の
一
つ
と
し

て
、
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
大
芋
川
の
角
突
き

も
同
じ
よ
う
に
盛
ん
に
な
り
、
開
催
さ
れ

る
と
き
に
は
、
各
家
々
に
親
戚
な
ど
の
お

客
さ
ん
が
集
ま
っ
て
は
、
大
勢
の
観
客
が

闘
牛
場
を
囲
ん
で
に
ぎ
や
か
に
観
覧
し
た

そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
角
突
き
で
す
が
、
飼
育
費
用
や

角
突
き
に
か
か
る
手
間
な
ど
の
負
担
が
大

き
く
な
り
、
牛
を
手
放
す
人
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
現
在
は
牛
を
飼
っ
て
い
る
家

は
な
く
、
集
落
の
中
央
に
あ
る
闘
牛
場
が
、

当
事
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
風
習
「
牛
の
角
突
き
」

「
目
先
の
返
済
に
追
わ
れ
て
、ま
た
借
金
・・・
」

「
カ
ー
ド
の
リ
ボ
払
い
で
返
済
が
な
か
な
か

終
わ
ら
な
い
・
・
」

　
「
ど
う
し
よ
う
・
・
」
と
悩
ん
で
い
る
う

ち
に
、
借
金
は
利
息
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

ま
す
。
借
金
・
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
法
律
の
専
門
家
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
解
決
す
る
方
法
が
見
つ
か

る
は
ず
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
金･･･
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
。

　新潟県内のうまいものが集結し「うまさぎっしり新

潟食の大商談会」が 9月 26日、東京都池袋のサンシャ

インシティを会場に開催されました。この商談会は、

県内で作られた食品関係の新商品や様々な商品を、首

都圏を中心とした大消費地の百貨店、スーパー、通販

業者、旅館、飲食店等の

バイヤーに向け売り込む

イベントです。

　県内食品関連業者、総

勢 111 社がブースを構

えました。今年は、こだ

わり農家による自慢の逸品大集合という特設コーナーも

設けられ、生産者みずから生産品・加工品の PRを行い、

多くの方がつめかけ、例年以上のにぎわいのように感じ

ました。当市からは、NPO法人笑顔の里、㈱大沢加工、

㈱ゆのたに、ホリカフーズ㈱、玉川酒造㈱の 5社が出

展し、来場者向けに自社製品の PRで大忙しでした。

　今回の出展が一つのきっかけとなって、各社の販路開

拓や『魚沼ブランド』として魅力ある製品づくりが一層

進むよう期待がふくらみます。

健康　うおぬま №
66
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健康診断の

　

新
潟
県
や
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が

１０
月
８
日
、
宇
賀
地
小
学
校
を
訪
問
し
、

県
内
の
小
学
校
１１
校
に
飛
び
散
っ
た
人
権

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
を
集
め
る
「
人
権
ハ
ー

ト
回
収
大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。　

宇
賀
地
小
学
校
で
は
、「
命
や
仲
間
を
大
切

に
」「
ほ
か
ほ
か
こ
と
ば
で　

や
さ
し
さ
も

り
も
り
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ー
ト
の
か

け
ら
を
回
収

し
ま
し
た
。

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま

も
る
君
、
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん

と
の
楽
し
い

会
話
も
あ
り

ま
し
た
。

宇
賀
地
小
学
校
で

         

人
権
ハ
ー
ト
集
会

Topics

を大切に！結 果

問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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日
　
１１
月
３０
日
㈰
１０
：
００
～
１６
：
００

場　

小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

相　

弁
護
士
、
司
法
書
士

￥　

相
談
無
料　

定　

５
人（
申
し
込
み
順
）

〆　

１１
月
２７
日
㈭

他　

相
談
時
間
は
１
人
概
ね
１
時
間
程
度
。

申
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
相
談

　
　

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

借
金
返
済
無
料
相
談
会

うまさぎっしり新潟　食の大商談会開催

魚沼ブランドの を発信魅 力

　職場の健康診断・人間ドック・魚沼市の特定・基本

健診等、１年に１回健康診断を受けていますか？　健診

結果を健康づくりに活かしていますか？

　平成25年度の魚沼市の特定健診を受けた方（3,038

人）のうち、『医療機関の受診が必要』と判定された方

は1,701人（56％）でした。性年代別でみると、特に

40～60代の男性において「受診が必要」と判定され
る方の割合が 60％代と高い傾向にあります。
　一方、グラフにあるように、健診後に医療機関を受診

した方の割合は、全体では48.6％ですが、40～60代
の男性において20～30％台と低い傾向にあります。

健診後に医療機関を受診した人の割合

健康診断の結果『受診が必要』と判定されたら

◦必ず医療機関を受診し、結果や治療方針について医師

に相談しましょう。

◦受診時に薬の処方がない場合でも、食事・飲酒・運動

等の生活習慣を振り返り、できることから改善しましょう。

＊「健診結果の意味やどのように生活改善に取りくめば
良いか分からない」という方は、保健師・栄養士に声を
おかけください。
　健康に働き続けるために、忙しい働き盛りの世代こそ、
健康状態や健診結果に関心を持ちましょう！
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　今年で１５回を迎えるビジネス交流会。魚沼地域内

外から８９の企業や団体が集まり、自社製品のＰＲや

情報交換、商談を行いました。活気溢れる会場からは、

新しいアイディアや企業間の連携など、魚沼のものづ

くりの可能性が生まれます。

ビジネスチャンスはここにあり！
ー １０. １６　魚沼地域ビジネス交流会２０１４

震
災
か
ら
１０
年･･･

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
。

１０
月

２３
日　
「
結ゆ
い

」
８
万
８
千
の
灯
り

　新潟県中越地方を襲った大震災より１０年。あの日を忘れないために、そして、

市民の心がひとつに結ばれるために、市内各地で結のロウソクが灯されました。

　響きの森公園雪のコロシアムでは、約３００名もの来場者が灯した、あたたかな

ロウソクの「結」の文字が、魚沼の秋の夜を彩りました。

　８時の訓練開始のサイレンがなると、市民が一斉に各地

区の避難場所へ移動。その後、避難勧告の発令を想定し

た宇賀地地区では、３９３名が宇賀地小学校で情報伝達

訓練や救急救護訓練などを行いました。いざという時のた

めに、訓練の積み重ねが迅速な行動につながります。

　むし歯予防教室がなかよし保育園にて行われ、多く

の親子が熱心に歯みがき指導を受けました。教室後に

は、「新潟県親と子のよい歯のコンクール」で見事に

優秀賞に輝いた、今井慶
けい

くんと今井麻
ま ゆ み

由未さんの表彰

が行われました。いつまでもきれいな歯を大切に。

むし歯になんかならないぞ～
ー １０. １７　むし歯予防教室

　横根地域では首都大学東京と連携し、歴史や風景をデ

ジタルマップにリンクさせて、地域の魅力を世界に発信す

る事業が行われています。地域の人が持ち寄った昔の写

真が、最新鋭のデジタルマップに表示されると、参加者か

らは驚きの声が上がりました。

世界に発信　横根の魅力
ー １０. １２～１３　横根アーカイブ制作体験講習会

震災の教訓を将来に生かす
ー １０. １９　魚沼市総合防災訓練

　

堀
之
内
の
養
護
施
設
・
六
花
園
の
畑
で
、
収
穫
時
期
を
迎
え
た

さ
つ
ま
い
も
堀
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
幼
児
た
ち

は
、
土
に
ま
み
れ
て
い
も
を
堀
り
ま
く
り
。
袋
に
入
り
き
ら
な
い

ほ
ど
の
大
物
に
、ボ
ク
も
思
わ
ず
視
線
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

おねえちゃん、ちょっとそれ、でっこいよ！
ー １０. ９　ぷち♪トトくらぶ　掘れ掘れさつまいも掘り大会

　
「
未
来
へ
つ
な
ご
う　

緑
の
森も

り林
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
に
ぎ

り
・
き
の
こ
汁
無
料
配
布
に
は
長
蛇
の
列
。
木
材
加
工
ブ
ー
ス
の

カ
ン
ナ
ク
ズ
プ
ー
ル
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

流行りの妖怪ウォ○チの新キャラクター？
ー １０. １１　里山まつり・カンナクズプール
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ
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く
　
ら
　
し

制
度
・
手
続
き

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
１１
月
１６
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電

製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨

等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆◆

１１
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
」

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

■
対
象
者

　

農
業
を
営
む
人
、
法
人
ま
た
は

団
体
で
、
平
成
２６
年
８
月
１０
日
～

１１
日
の
台
風
１１
号
に
よ
り
生
産
物

に
被
害
を
受
け
、
損
失
額
が
前
年

の
販
売
額
（
売
上
高
）
の
１０
％
以

上
あ
る
こ
と
。

安
心
・
安
全

◆◆
平
成
２７
年
春
・
優
秀
運
転
者

表
彰
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

期
１１
月
１０
日
㈪
～
１２
月
１５
日
㈪

対
２０
年
、
３０
年
、
４０
年
、
５０
年
間

そ
れ
ぞ
れ
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※
４０
年
は
３０
年
表
彰
、
５０
年
は
４０

年
表
彰
の
受
賞
歴
が
な
い
と
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

※
運
転
経
歴
の
起
算
日
は
平
成
２７

年
４
月
６
日
で
す
。

持
申
請
書
、
免
許
証
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
（
あ
れ
ば
）、
印
鑑

他
申
請
書
用
紙
は
、
魚
沼
市
交
通

安
全
協
会
（
交
通
セ
ン
タ
ー
）、

ま
ち
づ
く
り
室
（
湯
之
谷
庁
舎
）

◆◆「
新
成
人
の
集
い
実
行
委
員
会
」

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
成
人
式
第
二
部
「
新
成
人
の
集

い
」
の
企
画
・
運
営
等
を
行
う
新

成
人
を
募
集
し
ま
す
。

定
１０
人
程
度
〆
１２
月
５
日
㈮

日
平
成
２７
年
５
月
４
日
㈷
㈪
１３
時

か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
第
一
部
…
記
念
式
典
、
第
二
部

…
新
成
人
の
集
い

対
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、魚
沼
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
、

ま
た
は
魚
沼
市
内
の
各
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
を
原
則
と
し
ま
す
。

他
２
月
中
旬
に
対
象
者
へ
案
内
状

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

申
問
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

◦売却方法…競争入札による　◦入札条件…個人、法人を問わずどなたでも

◦入札日時…１１月２６日㈬　番号１…９：００、番号２…９：１０、番号３…９：２０、番号４…９：３０

◦入札場所…小出庁舎３階３０１会議室

他・入札参加希望者は１１月２１日㈮１７：００までに「入札参加申込書」を財政室に提出してください。

・「入札参加申込書」等入札関係書類は、車両確認会場または財政室で配布します。

・売却した車両は保管場所で現状引渡しとなります。

・名義変更等経費はすべて購入者の負担となります。

・くわしくは入札参加希望者に配布する入札関係書類をご覧ください。

入札により除雪車を売却します
番
号 種 別 車    種

登録番号
年  式 / 車  検

車体色
走行距離
作業時間

車両保管場所
確認日時

最低売却価格
（税込）

1 除雪ドーザ 川崎重工業 KLD65ZA
長岡 99 め 2463

H8 年式 /H26.11.19
黄色

62,731 Km

5,446 ｈ
堀之内地区

除雪センター
11 月 19 日㈬
13:30 ～ 16:00

450,000 円

2 除雪ドーザ 東洋運搬機 850A
長岡 99 め 2597

H9 年式 /H27.11.26
黄色

51,482 Km

5,526 ｈ
1,130,000 円

3 除雪ドーザ 小松製作所 WA200
長岡 99 め 2639

H10 年式 /H26.11.5
黄色

32,262 Km
4,017 ｈ 890,000 円

4 除雪ドーザ 日立製作所 LX100-5
長岡 900 る 133

H12 年式 /H26.11.15
黄色

30,167 Km
4,523 ｈ 750,000 円

問財政室用地管財係☎７９２・９２０５

交通安全の日　日１１月１０日　車が時速４０㎞で衝突すると体重の約３０倍の力がかかります。
シートベルト・チャイルドシートの重要性を家族で話し合いましょう。

り
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、

雇
用
の
安
定
の
た
め
に
事
業
主
に

支
給
さ
れ
る
助
成
金
な
ど
の
各
種

支
援
制
度
も
あ
り
、
労
働
者
は
も

と
よ
り
事
業
主
の
た
め
に
も
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

問
小
出
労
働
基
準
監
督
署
☎

７
９
２
・
０
２
４
１
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
小
出
☎
７
９
２
・
８
６
０
９

に
あ
り
ま
す
。

申
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５
ま
た
は

ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

職
員
等
の
募
集

◆❶
陸
上
自
衛
隊　
　
　
　
　

高
等
工
科
学
校
生
徒

対
１５
歳
～
１７
歳
未
満
の
男
子
（
来

春
見
込
み
含
む
）

◦
申
し
込
み
期
間

推
薦
…
１１
月
１
日
～
１２
月
５
日

一
般
…
１１
月
１
日
～
１
月
９
日

◦
試
験
日
程

推
薦
…
１
月
１０
日
～
１２
日

一
般
…
１
月
２４
日

場
神
奈
川
県
横
須
賀
市

新
潟
地
方
協
力
本
部

長
岡
出
張
所

問
申
☎
０
２
５
８
・
３
３
・
０
２
５
６

◆❷
自
衛
官
候
補
生

対
１８
歳
～
２７
歳
未
満
の
男
子

◦
試
験
日
程

①
日
１２
月
６
日
場
高
田
駐
屯
地

②
日
１２
月
７
日
場
新
発
田
駐
屯
地

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

Ｈ
「
新
潟
地
本
」
で
検
索

■
融
資
条
件

・
貸
付
対
象
経
費

　

⑴
経
営
資
金

　

⑵
設
備
資
金

・
貸
付
利
率

　

基
準
利
率
２
・
１５
％

　

市
補
給
率
１
・
７０
％

　

農
家
負
担
利
率
０
・
４５
％

・
償
還
期
限
等

　

７
年
以
内

　
（
う
ち
据
置
期
間
２
年
以
内
）

・
貸
付
限
度
額

　

個
人
１
千
万
円

　

法
人
ま
た
は
団
体
３
千
万
円

台
風
被
害
農
家
へ
の
融
資
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

　

今
夏
の
台
風
１１
号
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
農
家
の
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
た
め
に
、
融
資
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

問
申
各
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
農
政
室
☎
７
９
９
・
３
４
８
５

■
取
扱
金
融
機
関

　

市
内
に
本
支
店
を
有
す
る
農
業

協
同
組
合
、
銀
行
、
信
用
組
合

■
取
扱
期
間

　

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

第
１１
回

　

魚
沼
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

５⁄4㊗㊊

１３：００から

「メトロに乗って」
音楽座ミュージカル

ミュージカル映画上映会
浅田次郎著「地下鉄（メトロ）に乗って」

（講談社文庫・徳間文庫）より

うおぬま超劇シリーズ２０１４第３回

◦前売

　一般２，０００円

　学生１，０００円

　全席自由・未就学児入場不可

・当日　各５００円増

申問小出郷文化会館

☎７９２・８８１１

　原作者浅田次郎も絶賛した

２００７年ミュージカル公演が

映画になりました。ソニーとの

コラボによる鮮やかな映像と迫

力ある音響は必見です。

１１⁄２４（振）㊊
開場１３：３０
開演１４：００

とき ところ

小出郷
文化会館
小ホール

今年の様子

H27
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◆◆
魚
沼
学
園
介
助
員（
非
常
勤
職
員
）

・
募
集
人
員
…
若
干
人

・
業
務
内
容
…
知
的
障
害
児
・
者

の
生
活
介
助
・
支
援
・
指
導

・
応
募
資
格
…
障
害
者
福
祉
に
関

心
の
あ
る
人
（
資
格
不
問
）

・
任
用
期
間
…
平
成
２７
年
４
月
１

日
～
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

（
そ
の
後
１
年
単
位
で
更
新
）

・
勤
務
地
…
魚
沼
学
園
・
魚
沼
更

生
園（
十
日
町
１
４
０
３
番
地
１
）

・
勤
務
条
件
…
日
６
時
間
４５
分
の

交
代
制
に
よ
る
週
５
日
勤
務
（
夜

勤
あ
り
）

・
賃
金
月
額
…
１３
万
５
０
０
円（
保

育
士
資
格
保
有
者
は
割
増
あ
り
）

・
休
日
…
原
則
週
２
日

・
申
込
方
法
…
平
成
２７
年
２
月
１６

日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
記
入
）
を
魚
沼
学
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合

☎
７
９
２
・
０
８
４
６

◆◆
魚
沼
市
保
育
士（
非
常
勤
職
員
）

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
応
募
資
格
…
平
成
２７
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
６５
歳
未
満
で
保

育
士
資
格
を
有
す
る
人
（
取
得
見

健
康
・
福
祉

◦
単
身
用
（
８
畳
１
間
）
…
１
戸

◦
夫
婦
用
（
６
畳
２
間
）
…
１
戸

場
須
原
１
２
３
７
番
地
１
（
守

門
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内
両
部
屋
と
も
台
所
、
浴
室
、

便
所
、
エ
ア
コ
ン
、
ベ
ラ
ン
ダ

が
付
い
て
い
ま
す
。

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
概
ね

６５
歳
以
上
の
単
身
世
帯
及
び
夫

婦
世
帯
で
、
家
族
に
よ
る
援
助

◆◆
元
気
な
体
を
保
つ　
　
　

低
栄
養
予
防
の
料
理
教
室

日
１２
月
４
日
㈭
１０
時
～
１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
①
低
栄
養
・
ロ
コ
モ
・
認
知
症

チ
ェ
ッ
ク
②
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

③
予
防
食
の
調
理
実
習

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
お
お
む
ね
６５
才
以
上

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

￥
５
０
０
円

定
先
着
３０
人

〆
１２
月
１
日
㈪

申
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

◆◆
障
害
者　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
１２
月
１３
日
㈯

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の
介

助
者
￥
５
０
０
円
〆
１１
月
２１
日
㈮

他
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

◆◆
男
の
料
理
サ
ロ
ン（
６
回
目
）

日
１１
月
１９
日
㈬
１０
時
～
１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
極
ウ
マ
「
芋
煮
会
」

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

◆◆
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
事
業

日
１２
月
４
日
㈭

場
守
門
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

内
保
育
園
児
と
の
交
流
、
昼
食
会

対
守
門
・
入
広
瀬
地
域
在
住
の
概
ね

６５
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

￥
３
０
０
円

〆
１１
月
２１
日
㈮

申
社
会
福
祉
協
議
会
守
門
支
所

☎
７
９
７
・
４
８
８
２

禁煙の日　日１１月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

食育の日　日１１月１９日　今月のテーマ：食べ過ぎを防ぐために、１口３０回、よく噛んでゆっ
くり味わって食べましょう。

込
み
者
も
可
）

・
任
用
期
間
…
平
成
２７
年
４
月
１

日
～
平
成
２８
年
３
月
３１
日

・
業
務
内
容
…
保
育
等

・
勤
務
地
…
市
立
保
育
園

・
賃
金
…
月
額
１４
万
円
程
度

・
社
会
保
険
等
…
社
会
保
険
、
雇

用
保
険
に
加
入

・
勤
務
時
間
…
日
６
時
間
４５
分（
週

３３
時
間
４５
分
）

・
休
日
…
土
、日
、祝
祭
日
（
原
則
）

・
試
験
…
一
次
：
書
類
審
査
、二
次
：

面
接
選
考
（
１２
月
に
実
施
予
定
）

・
申
込
方
法
…
１１
月
２５
日
㈫
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
市
販
の
履
歴

書
等
を
添
え
て
子
ど
も
課
（
堀
之

内
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
子
ど
も
課
に
あ

り
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

問
子
ど
も
課
☎
７
９
４
・
６
０
２
７

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
で

あ
っ
て
、
独
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
（
た
だ

し
、
日
常
生
活
が
自
立
し
て
お

り
、
自
炊
が
可
能
な
人
）

◦
選
考
方
法
…
実
態
把
握
調
査

の
後
、
入
所
調
整
会
議
で
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。

￥
利
用
料
は
収
入
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
（
月
額
４
千
円
か

ら
）。
光
熱
水
費
が
別
途
か
か

り
ま
す
。

〆
１１
月
２１
日
㈮

申
所
定
の
申
請
書
を
介
護
福
祉

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
介
護
福
祉
室
（
湯
之
谷
庁

舎
２
階
）
の
ほ
か
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
に
も

あ
り
ま
す
。

他
入
居
者
に
対
し
、
介
助
員
に

よ
る
各
種
相
談
助
言
等
の
ほ
か

緊
急
時
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

￥
５
０
０
円
〆
１１
月
１７
日
㈪

申
ま
め
な
会
・
坂
大
（
社
協
内
）

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

守
門
高
齢
者
居
住
施
設　

入
居
者
募
集

申
問
介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

◆◆
小･

中
学
生
対
象
の　
　

書
道
講
習
会

日
１１
月
２９
日
㈯
・
１２
月
１３
日
㈯
９

時
～
１１
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
大
会
議
室

講
小
林
和
彦
さ
ん
対
小･

中
学
生

定
３０
人
￥
無
料
〆
１１
月
２２
日
㈯

持
書
道
用
具
・
書
初
め
用
紙
・
新
聞
紙

申
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
０
８
２

９
時
～
１６
時
（
祝
日
休
館
）

◆◆
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
１１
月
２８
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。絵
本「
ぴ
ょ
ー
ん｣

、

紙
芝
居
「
お
ま
め
ち
ゃ
ん
ぱ
ち
ぱ

ち
ぱ
ち
ー｣

な
ど
対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆❶
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

自
然
素
材
を
上
手
に
使
っ
て
、

か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
１２
月
６
日
㈯
９
時
３０
分
～
１１
時

場
世
代
間
交
流
施
設
（
湯
之
谷
中

学
校
隣
）
研
修
室

内
自
然
の
木
の
実
や
貝
殻
、
流
木
な

ど
を
使
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
リ

ー
ス
（
当
日
選
択
）
を
作
り
ま
す
。

講
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト
ひ
ま
じ

ん
く
ら
ぶ

生
涯
学
習
・
公
民
館

湯
之
谷
公
民
館

問
申
☎
７
９
２
・
０
５
３
０

９
時
～

１６
時
（
祝
日
休
館
）

◆❷
親
子
Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

日
１２
月
２０
日
㈯
９
時
～
１１
時

場
湯
之
谷
世
代
間
交
流
施
設

内
た
っ
ぷ
り
泡
立
て
た
生
ク
リ
ー

ム
と
イ
チ
ゴ
を
使
い
、
美
味
し
い

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

講
覚
張
朋
美
さ
ん
（
宇
津
野
）

対
保
育
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
定
１０
人
￥
５
０
０
円

持
内
履
き
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
手
拭
き
、
持
ち
帰
り
用

の
タ
ッ
パ
〆
定
員
に
な
り
次
第

対
４
歳
以
上
（
小
さ
な
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
）

定
１５
人
￥
６
０
０
円
（
材
料
費
と

し
て
）
持
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

〆
定
員
に
な
り
次
第

◆◆
ふ
る
さ
と
の
伝
え
た
い
味
講
座

日
１２
月
４
日
㈭
１０
時
～
１３
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館
調
理
室

内
ち
ゃ
ん
こ
鍋
と
煮
な
ま
す

講
ま
め
な
会
対
ど
な
た
で
も

定
先
着
１２
人
（
申
し
込
み
は
１１
月

１１
日
㈫
９
時
か
ら
開
始
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

〆
１１
月
２８
日
㈮
￥
７
０
０
円

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６（
平
日
９
時
～
１６
時
）

　

魚
沼
市
出
身
の
日
本
短
歌
会
の
第
一
人
者
で
あ
る
故
宮
柊
二
の
業
績
を
偲
び
、
全
国
短
歌
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
全
国
か
ら
の
優
秀
作
品
と
そ
の
一
流
選
者
の
講
評
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

問
宮
柊
二
記
念
館
☎
７
９
４
・
３
８
０
０

11⁄16日
１２：３０から
堀之内公民館
大ホール

◦
選
者
講
評

　

歌
人
・
三
井
修
さ
ん

　

歌
人
・
田
宮
朋
子
さ
ん

◦
受
賞
者
表
彰
式
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小
出
郷
文
化
会
館

申
問
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｈhttp://w
w

w
.city.uonum

a.niigata.jp/bunka/

各
種
相
談
等

◆◆
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
条
件

に
関
し
て
、
無
料
で
相
談
で
き
る

電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

期
平
成
２７
年
３
月
３１
日
㈫
ま
で
の

月
・
火
・
木
・
金
は
１７
時
～
２２
時

土
・
日
は
１０
時
～
１７
時

※
年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月

３
日
）
は
除
く
。

☎
０
１
２
０
・
８
１
１
・
６
１
０

◆◆
就
職
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

期
３
月
３１
日
㈫
ま
で
の
平
日
９
時

～
１８
時
（
年
末
年
始
は
除
く
）

☎
０
１
２
０
・
５
５
１
・
０
０
４

内
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
個
別
相
談

対
市
内
に
就
職
を
希
望
す
る
一
般

求
職
者
及
び
平
成
２７
年
３
月
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
卒
業
予

定
者
並
び
に
既
卒
者
￥
無
料

問
商
工
振
興
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
３

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 26 年 8 月 18 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児 平成 25 年 5 月 3 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 平成 24 年 12 月 10 日㈬

３歳児 H23.11.21 ～ 12.10 17 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・乳児健診の対象者は「平成 26 年度魚沼市乳幼児健
　診等のご案内」とは対象者が変更になっています。
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 19 日㈮ 10:45～ 11:00 対１２月生まれ

土曜開放日 6 日
13 日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

8 日
㈪

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30 離乳食や食事の相

談ができます。15 日
㈪ 10:00 ～ 11:30

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 17 日㈬ 10:45～11:00 対１２月生まれ

身長・体重計測 17 日㈬   9:00 ～ 12:00

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター 5 日㈮ 10:00 ～ 11:00
楽器で遊ぼう

入広瀬保健センター 12 日㈮ 10:00 ～ 11:00

子育て支援センター12月 問健康増進室
☎ 792・9763

12月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H26 年 9 月生の
乳児の養育者

2 日
㈫ 9:30

～
9:45 小

出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H26 年 5 月生の
乳児の養育者

9 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 25 年 12 月生 16 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

11 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー

16 日

第３日曜日休日窓口（8:30～12:00/小出庁舎のみ）
日曜なんでも相談会・要予約
（8:30/ 市民相談センター）

第 20 回宮柊二記念館全国短歌大会
（12:30/ 堀之内公民館）

子ども芸能祭（10:00/ 小出郷文化会館）
リサイクルハウス
（13:00 ～ 15:00/ エコプラント隣）

17 月
10/31 納期限分の口座再振替日（市・県民税、固定
資産税、介護保険料、国民健康保険税、後期高齢
者医療保険料）

18 火
めぐみ幼稚園未就園児教室
（9:30/ めぐみ幼稚園）

守門公民館図書室蔵書点検のため休館（21日まで）

19 水

みんなあつまれげんきっこ（9：00/ 小出保育園）
女性のための人権相談
（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）

ブックスタート（13:00/子育て支援センターぱぴぷ）

20 木 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
プラネタリウム定期投影（19:00/堀之内公民館）

21 金

22 土
魚沼映画の専門店「夢は牛のお医者さん」
（① 9:00、② 11:00、③ 13:00、④ 15:00、
⑤ 19:00/ 小出郷文化会館小ホール）

23 日

魚沼映画の専門店「夢は牛のお医者さん」
（① 9:00、② 11:00、③ 13:00、④ 15:00/ 小出郷
文化会館小ホール）
アートのつぼみ「バイオリン」
（13:00/ 魚沼市地域振興センター）

24 月

魚沼超劇シリーズ「音楽ミュージカルメトロに乗っ
て」ミュージカル映画上映会
（14:00/ 小出郷文化会館小ホール）

アートのつぼみ「バイオリン」
（① 10:00 ② 13:00/ 魚沼市地域振興センター）

25 火 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
第 9 回農業委員会総会（14:00/ 広神庁舎）

26 水

27 木
年金相談日
（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約　長岡年金事務所☎ 0258-88-0006

28 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

29 土 第 24 回全国地芝居サミット in 魚沼
（13:30/小出郷文化会館小ホール）

30 日

借金返済無料相談・要予約（10:00 ～ 16:00/ 小出
ボランティアセンター）
第 24 回全国地芝居サミット in 魚沼
（9:00/小出郷文化会館大ホール）

◆◆「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
見
附
展

日
１１
月
１９
日
㈬
～
２３
日
㈰
９
時
～

１７
時
（
初
日
は
１３
時
か
ら
、
最
終

日
は
１３
時
ま
で
）

場
見
附
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ネ
ー
ブ
ル
み
つ
け

◦
記
念
講
演
会
「
人
権
を
め
ぐ
る

情
勢
と
課
題
に
つ
い
て
」

日
１１
月
１９
日
㈬
１５
時
～
１６
時
５０
分

場
見
附
市
文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
カ

デ
ィ
ア

講
山
崎
公
士
さ
ん
（
神
奈
川
大
学

◆◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
食
と
健
康
」

日
１１
月
２９
日
㈯
１０
時
～
１５
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
テ
ー
マ
「
小
食
、
粗
食
で
の
健
康

づ
く
り
、
自
然
治
癒
力
生
命
力
を
計

れ
る
か
」
冷
え
性
、
寒
さ
対
策
に
。

昼
食
は
、
玄
米
モ
チ
、
玄
米
粥
、
ソ

バ
か
き
等
を
ご
用
意
し
ま
す
。

￥
１
、０
０
０
円
定
２０
人
他
要
予
約

申
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
研
究
会
・
塩
川

（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
０
９
０
・
４
９
３
８
・
７
７
６
９

催
　
　
　
し

大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
）

￥
無
料
申
不
要

問
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
見
附

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
見
附
市

市
民
生
活
課
市
民
相
談
・
年
金
係
）

☎
０
２
５
８
・
６
２
・
１
７
０
０

日
１１
月
２３
日
㈰
・
１１
月
２４
日
㈷

㈪１
日
目
：
１３
時
～
１５
時
３０
分

２
日
目
：
１０
時
～
１２
時
、
１３
時

～
１４
時
３０
分

場
魚
沼
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

講
安
部
慶
子
さ
ん
（
魚
沼
バ
イ

オ
リ
ン
ラ
ン
ド
ク
ラ
ブ
講
師
）

内
２
日
間
で
バ
イ
オ
リ
ン
が
弾

け
ち
ゃ
う
！
？
な
か
な
か
体
験

で
き
な
い
バ
イ
オ
リ
ン
を
ア
ー

ト
の
つ
ぼ
み
で
体
験
し
ち
ゃ
お

う
！

対
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

￥
３
、５
０
０
円
（
３
回
分
）

〆
１１
月
９
日
㈰
く
わ
し
い
案
内

は
後
日
発
送
し
ま
す
。

　

ま
っ
す
ぐ
に
夢
を
追
っ
た
少

女
の
２６
年
間
に
密
着
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

日
１１
月
２２
日
㈯
①
９
時
②
１１
時

③
１３
時
④
１５
時
⑤
１９
時

１１
月
２３
日
㈰
①
９
時
②
１１
時

③
１３
時
④
１５
時　

場
小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

￥
一
般
１
、０
０
０
円
、
学
生
、

シ
ニ
ア
（
６０
歳
以
上
）、
友
の

会
、
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち

の
人
８
０
０
円
、
市
内
の
小･

中
学
生
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

（
学
校
配
布
の
チ
ラ
シ
を
持
参
）

６
０
０
円

ア
ー
ト
の
つ
ぼ
み
シ
リ
ー
ズ
体
験
講
座

「
バ
イ
オ
リ
ン
」

　

ア
ー
ト
の
楽
し
さ
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
。
み
ん
な
の
は
じ
め
て
記
念
日
。

魚
沼
映
画
の
専
門
店「
夢
は
牛
の
お
医
者
さ
ん
」
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市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長
　
大
平　

悦
子
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１１
月

２５

日
㈫
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ
　

平
成

２５
年
度
魚
沼
市
決
算
（
一
般
会
計
）

の
歳
入
で
、「
市
債
」
の
占
め
る
割
合
は
何

番
目
に
大
き
い
で
し
ょ
う
か
？

①
２
番
目

②
３
番
目

③
４
番
目

　

１０
月
２３
日
。
あ
の
震
災
よ
り
１０

年
が
経
ち
ま
し
た
。
多
く
の
人
た

ち
の
想
い
の
こ
も
っ
た
ロ
ウ
ソ
ク

の
灯
が
、
響
き
の
森
公
園
雪
の
コ

ロ
シ
ア
ム
を
照
ら
し
ま
す
。
一
本

は
皆
の
た
め
に
。
一
本
は
自
分
の

た
め
に
。
静
か
に
灯
を
見
る
家
族

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。　

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

節
目
。
日
頃
は
忙
し
く
、
な
か
な

か
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
震
災
か
ら
１０
年
。
合
併
し

て
１０
年
。
こ
ん
な
節
目
の
年
だ
か
ら

こ
そ
、
過
去
に
ゆ
っ
く
り
と
想
い
を

巡
ら
せ
る
の
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

過
去
に
想
い
を
寄
せ
て
、
未
来
の

力
に
変
え
て
い
く
。そ
ん
な
想
い
で
、

１２
月
１０
日
発
行
の
合
併
特
大
号
を
鋭

意
編
集
中
で
す
。（
Ｍ
）

　

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
コ
ー
チ
の
父

親
に
連
れ
ら
れ
、無
邪
気
に
ス
キ
ー

を
楽
し
む
４
歳
の
女
の
子
。

　

16
年
後
、
彼
女
は
ト
リ
ノ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
ま
し

た
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
の
星

瑞
枝
さ
ん
で
す
。

　
「
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
、
自
由

に
滑
る
ス
キ
ー
が
大
好
き
で
し
た
。

　

ス
キ
ー
を
始
め
て
２
週
間
で
怪

我
を
し
た
の
で
す
が
、
医
者
に
止

め
ら
れ
て
も
、我
慢
で
き
ず
に
滑
っ

て
ま
し
た
ね
。」と
語
る
瑞
枝
さ
ん
。

　

小
学
校
６
年
生
の
時
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
目
標
を
立
て
、

ま
っ
す
ぐ
に
走
り
続
け
て
き
ま
し

た
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
時
の
感
動
。
そ

し
て
、
ゴ
ー
ル
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

体
の
奥
に
響
く
よ
う
な
大
き
な
歓

声
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。」
と
語

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
輝
か
し
い
競
技
人
生

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

限
界
ま
で
攻
め
る
ト
ッ
プ
の
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
に
怪
我
は
つ

き
も
の
。
瑞
枝
さ
ん
も
例
外
で
は

な
く
、
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

翌
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
左
膝
前
十
字

　

中
越
大
震
災
発
生
か
ら
１０
年
、

新
潟
地
震
か
ら
は
５０
年
が
経
ち
ま

す
。
新
潟
地
震
の
時
、
私
は
小
学

校
２
年
生
で
、
お
昼
休
み
に
教
室

に
い
ま
し
た
。
大
き
な
揺
れ
を
感

じ
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
後
の
自
分
の
行
動

は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

中
越
大
震
災
で
は
夕
食
の
支
度

を
し
て
い
る
時
で
、
突
然
の
揺
れ

に
一
瞬
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
冷
静
だ
っ
た
の
は

子
ど
も
た
ち
で
、
私
に
火
を
消
す

よ
う
に
と
声
を
か
け
、
高
齢
の
祖

母
を
つ
れ
て
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入

り
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
し
た
行

動
は
学
校
で
行
っ
て
い
る
、
避
難

訓
練
で
学
ん
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
を
通
じ
再

認
識
し
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り　

魚
沼
市
で
は
１０
月
１９
日
に
全
市

で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、

堀
之
内
の
宇
賀
地
地
区
の
皆
さ
ん

か
ら
は
炊
き
出
し
や
消
火
活
動
、

救
助
の
道
具
と
し
て
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
使
い
方
等
を
実
践
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
対
策
本

部
で
は
震
度
６
強
の
地
震
を
想
定

し
国
交
省
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
協
力

を
得
て
、
宇
賀
地
地
区
の
避
難
所

の
状
況
や
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
に
よ
る
情

報
の
収
集
、
指
示
の
出
し
方
を
訓

練
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
、
災

害
協
定
を
結
ん
で
い
る
団
体
等
と

の
連
携
を
生
か
し
た
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

 星 瑞
み ず え

枝さん

靭
帯
を
損
傷
し
、
そ
の
後
も
数
々

の
怪
我
に
泣
か
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
競
技

を
続
け
て
き
た
理
由
を
聞
い
て
み

る
と
、「
や
は
り
原
動
力
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
想
い
で
す
。
練
習

を
休
み
た
い
、
遊
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
支
え

て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
や
応
援
し

て
く
れ
る
人
の
た
め
に
も
、
結
果

を
出
す
事
が
一
番
の
恩
返
し
だ
と

思
い
、
練
習
を
続
け
て
こ
れ
ま
し

た
。」
と
語
り
ま
す
。

　

１５
歳
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に

入
り
、
ず
っ
と
世
界
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
き
た
瑞
枝
さ
ん
。
と
て

も
残
念
で
す
が
、
１０
月
に
今
シ
ー

ズ
ン
限
り
で
の
引
退
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、「
自
分
が
経
験

し
て
き
た
事
を
、
こ
れ
か
ら
の
ジ
ュ

ニ
ア
の
世
代
に
伝
え
、
ス
キ
ー
界

に
貢
献
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。」
と
次
な
る
目
標
も
見
据
え

て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
平
成
２７
年
２
月

の
国
体
と
３
月
に
苗
場
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
選
手
権
に

出
場
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
雪
上

の
瑞
枝
さ
ん
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
回
の
正
解
は
、「
①
魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
口
立
子
さ
ん

　

阿
部
英
梨
子
さ
ん

　

斉
藤
悠
馬
さ
ん

　

小
網
輝
夫
さ
ん

　

星
明
美
さ
ん

人口 うち外国人 増減
男 19,092 36 -14
女 19,981 152 -17
計 39,073 188 -31

世帯数 13,509 +1

人口と世帯数（Ｈ２６．１０．１）

渡邉マツノ　　堀之内本町　９８歳
宮本　　實　　堀之内駅前通　７８歳
本田　孝一　　大石一　　　８２歳
髙野　順子　　前島町　　　８４歳
武藤　ヨネ　　舟山　　　　８４歳
酒井　千惠　　下新田　　　８０歳
横山　キヨ　　竜光二　　　７７歳
丸山　津代　　魚野地　　　８３歳
瀧澤　ミヨ　　原二　　　　９０歳
森山　貞治　　明神　　　　９２歳
友野　貞義　　四番町一乙　８１歳
榎本　ナミ　　古新田　　　８６歳
駒形　朝野　　佐梨明神町　８４歳
鈴木　　彰　　上ノ原　　　６５歳
櫻井　進作　　井口新田　　９０歳
櫻井　清吉　　井口新田　　８８歳
佐藤キクノ　　七日市　　　８６歳
星野　リツ　　下折立　　　９４歳
櫻井マスイ　　大湯温泉　　９２歳
高橋ミツイ　　小平尾　　　８６歳
覚張ヒロイ　　雁坂下　　　８９歳
持吉　久雄　　並柳　　　　８６歳

滝沢　ツル　　新保　　　　９０歳
和田　チイ　　中島　　　　９８歳
小幡　虎一　　中島新田　　８９歳
桑原　岩雄　　中家　　　　７９歳
古角　　和　　中家　　　　８７歳
櫻井　鴻一　　一日市　　　９５歳
浅井　義雄　　守門宮原　　８９歳
平井ハルノ　　大谷内　　　８５歳
榎本　芳平　　細野　　　　９１歳
佐藤千代子　　渋川　　　　８２歳
櫻井　ハル　　須川　　　　９３歳
橘　サチユ　　平野又　　　８４歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

木島　蒼
あ お は

葉　靖人・めぐみ　堀之内駅前通
井口　栞

し お り

里　博登・千賀子　堀之内稲荷町
髙橋まいか　洋・さやか　　関下町  
徳永　絢

あ や と

斗　翔・葉月　　　関下町  
佐藤　稜

り く

空　豊・綾乃　　　大石一  
櫻井陽

ひ び き

々希　秋博・直美　　四日町  
戸沢　朱

あ か り

莉　怜・由希　　　青島東  
諏佐　奈

な ほ

穂　望・朋子　　　青島東  
伊倉　悠

ゆ う ま

真　貴之・歩　　県営青島住宅
星野　光

み つ き

起　健志・千尋　　　中原  
番場　珠

み る は

花　宏・香　　　　十日町  
酒井　泰

たいすけ

介　潤・皆衣　　井口新田
馬場　葉

よ う こ

子　一哉・智子　　　井口  
星　　廉

れ ん と

斗　義之・瞳　　　七日市  
遠藤みのり　昇平・真由美　　吉田  
馬場　愛

あ い か

花　勲・陽子　　　小平尾
和田夢

ゆ の ん

希音　寿和・麻耶　中島新田
湯本　一

か ず ま

馬　佑・裕子　　　小須原  

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（9 月 21 日～ 10 月 20 日届出分）ひとのうごき

　

前
回
の
正
解
は
、「
①
魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
口
立
子
さ
ん

　

阿
部
英
梨
子
さ
ん

　

斉
藤
悠
馬
さ
ん

　

小
網
輝
夫
さ
ん

　

星
明
美
さ
ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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魚
沼
っ
子

№

３

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　

出
場
決
定
！

がんばる

今井　明
あ す か

日香さん小幡　建
け ん と

斗くん

　

新
潟
県
中
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
標
準
記
録
突
破
会
で
、
今
井
明

日
香
さ
ん
（
小
出
中
学
２
年
生
）
が
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー（
中
学
生
版
や
り
投
げ
）、

小
幡
建
斗
く
ん（
広
神
中
学
２
年
生
）
が
、

砲
丸
投
げ
で
優
勝
し
、
神
奈
川
県
で
開

催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。　

　

全
国
レ
ベ
ル
の
実
力
を
兼
ね
備
え
た
、

ふ
た
り
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
、
今
井
さ
ん
。
小
幡
く
ん
。

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

今月は小出小学校の児童の作品です
№

118

no.118ミニミニクッキング！
Good!

　米粉の減塩シチュー（主菜）

①鶏むね肉は皮を取り大きめに切る。玉ねぎはくし
型に切り、じゃがいもは６分の１に切り、にんじん
はじゃがいもより小さめの乱切り、白菜はざく切り、
ブロッコリーは小房に分けてゆでる。
②鍋に鶏むね肉、玉ねぎ、じゃがいも、にんじん、
白菜、水、コンソメを入れ、にんじんがやわらかく
なるまで煮る。
③②にチーズを、バター、米粉を分量の牛乳でとい
て加え混ぜる。
④全体にとろみがついたらブロッコリーを加え、塩、
こしょうで味をととのえる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　220kcal　　たんぱく質　15.3 ｇ
脂質　5.8 ｇ　　炭水化物　27.6 ｇ　　塩分　0.7 ｇ

材料（４人分）
鶏むね肉　　　　１６０ｇ
玉ねぎ　　　　　１００ｇ
じゃがいも　　　３００ｇ
にんじん　　　　　８０ｇ
白菜　　　　　　１５０ｇ
ブロッコリー　　１００ｇ
とろけるチーズ　　２０ｇ

バター　　　　　　6 ｇ
水　　　　　　２００ｇ
牛乳　　　　　２５０ｇ
米粉　　　　　　２０ｇ
固形コンソメ　　5. ３ｇ
塩 　　　　　　 ０. １ｇ
こしょう

「お花畑にでかけたよ」
２年  池 田  蘭 さん

「輝くひまわりの花」
６年  小 嶋  ひ な た さん

児童絵画


